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https://www.100test.com/kao_ti2020/272/2021_2022__E5_95_86_E

5_8A_A1_E5_B8_88_E4_c29_272959.htm 「さ行」 「」 才月は

人を待たず 「正」 月は人を待たず 「」 最少限 「正」 最小

限 「」 三味一体 「正」 三位一体 「」 （期）を得た置 「正

」 宜（じぎ）を得た置 「」 思考 「正」 行 「」 嗜好（しこ

う）を凝（こ）らす 「正」 趣向（しゅこう）を凝らす 「」

四十（しじゅう）にして立つ 「正」 三十にして立つ 「」の

中の言.「四十にして惑わず」。 「」 子心中の虫 「正」 子

身中の虫 内部の者でありながら、属しているなどに害をあ

たえる者。 「」 思想固 「正」 志操固 「」 舌鼓（したづつ

み） 「正」 舌鼓（したつづみ） 「」 舌の先の乾かぬうち

に 「正」 舌の根の乾かぬうちに 「」 凌（しの）ぎをけず

る 「正」 をけずる 「」は刀の背に沿い、筋を立てて小高く

なっている部分。 「」 若冠（じゃっかん） 「正」 弱冠 「

」 射程距内に入る 「正」 射程内に入る 「射程距」は二重

表. 「」 愁波（しゅうは）を送る 「正」 秋波を送る 「秋波

」は、女性の色っぽい目つき。 「」 来からの点 「正」 来

の点 「来から」は二重表. 「」 少 「正」 小 「」 シュミレ

ション 「正」 シミュレション（simulation） 「」 タン 「正

」 万端これはうちの次男の勘い。 「」 将棋を打つ 「正」 

将棋を指すの合は、「打つ」。 「」 照を当てる 「正」 照

を合わせる 「」 初期の目的 「正」 所期の目的 「」 食指を

そそる 「正」 食欲をそそる 「」 食指（しょくし）を伸ば

す 「正」 触手（しょくしゅ）を伸ばす 「」 食指（しょく



し）を伸ばす 「正」 食指をかす 「」 食事法 「正」 食法 「

」 人（しょくにんきしつ） 「正」 人（しょくにんかたぎ）

「」 序幕式 「正」 除幕式 「」 白羽の矢をあてる 「正」 白

羽の矢を立てる 「」 素人はだし 「正」 素人ばなれ「玄人

はだし」ならオケ. 「」 心一 「正」 心一 「」 新き直し 「

正」 新き直し 「改めてをき直す」という意味。 「」 心神

耗弱（しんしんもうじゃく） 「正」 心神耗弱（しんしんこ

うじゃく） 「」 退まる（しんたいきわまる） 「正」 退谷

まる 「」 死んで花がなるものか 「正」 死んで花がくもの

か 「」 人道に劣る 「正」 人道にもと（悖）る 「」 寸暇（

すんか）を惜しまず 「正」 寸暇を惜しんで「寸暇」は「わ

ずかの暇」。 「」 成功のうちに 「正」 成功に 「」 精魂尽

きる 「正」 精根尽きる 「」 晴天（せいてん）の霹（へき

れき） 「正」 青天の霹 「」 清洗うが如し 「正」 赤洗うが

如し この「赤」は「何もない」の意味。 「」 昔日（せきじ

つ）の感 「正」 今昔（こんじゃく）の感 「」 任を追求す

る 「正」 任を追及する 「」 命 「正」 体命 「」 切端（せ

っぱ）まる 「正」 切羽まる 「切羽」とは、刀のつばに添え

る薄い金具のこと。 「」 を曲げる 「正」 （せつ）を曲げ

る 「」 前後策 「正」 善後策 「」 次（ざんじ） 「正」 次

（ぜんじ） 「しだいに」の意味。「（ざんじ）」は「しば

らく」の意味。 「」 檀（せんだん）は双よりも芳（かんば

）し 「正」 檀は双より芳し 「」 花的（そうかてき） 「正

」 花的（そうばなてき） 「」 相好（そうこう）を崩す 「

正」 相好（そうごう）を崩す 「」 双壁（そうへき） 「正

」 双璧「璧」は「たま」の意。 「」 袖（そで）振り合うも



多少の（えん） 「正」 袖振り合うも多生の 「」 袖（そで

）を振られる 「正」 袖にされる 100Test 下载频道开通，各

类考试题目直接下载。详细请访问 www.100test.com 


